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オープンCOBOLソリューション部会
部会紹介

2019年7月2日(火)

OSSコンソーシアム
オープンCOBOLソリューション部会



目的

• 基幹システムでのOSS普及を背景として、
プロプライエタリな環境が一般的なCOBOLの
開発においてもオープンソースのメリットを
活かすため、OSS COBOLを技術・ビジネス
の両面からサポートできるように整備していき、
基幹システムにおけるOSS化の普及・促進に
貢献する。
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対象

• OSS COBOLをはじめとするOSSの基幹システム
を提供している企業、技術者

• OSS COBOLをはじめとするOSSの基幹システム
を利用しているユーザ

• OSS COBOLをはじめとするOSSの基幹システム
採用に興味のある企業、技術者、ユーザ
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活動内容

• 国内でも実績のあるOSS COBOLのOpenCOBOL 1.1 
pre-releaseをベースに、処理系自身の既知のバグや未
実装機能および有用と思われる拡張機能などの情報を共
有する。そのうえで、実システムへの適用を促進するた
め、opensource COBOLの修正・拡張をリリースする

• OSS COBOLの認知度向上と、ビジネス適用のために必
要なドキュメント等を整備する

• オンライン・Face-to-Faceミーティングを通して、
参加企業間でのOSS COBOLを中心とした
ソリューションビジネスの検討、又協業を検討する

• 部会内ミーティングの開催(隔月)

• セミナーの開催
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opensource COBOLのご紹介
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構成 コンパイラ＋ランタイム
Ｃトランスレータ方式のため、Ｃコンパイラを必要とします
（Linuxの場合はgcc、Windowsの場合はcl.exe。）

開発時 実行時

COBOL 原文

C言語
中間ファイル

opensource COBOLコンパイラ（cobc）

トランスレート
ＣＯＢＯＬ→Ｃ

Ｃコンパイラ
（gcc, cl）

ロード
モジュール生成

実行プログラム
または

共有ライブラリ
（.so）

サブプロセス起動

opensource COBOL
ランタイム

Cランタイム

基本的にＣＯＢＯＬ８５準拠言語仕様



コンパイルと実行
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• 実行プログラム or
共有ライブラリを生成

$ cobc -x hello.cob

$ ./hello

Hello, world

$ cobc hello.cob

$ cobcrun hello

Hello, world



メリット＆成果物

• 修正・拡張版のOpenCOBOL
(名称: opensource COBOL)、パッチの開発
※ opensource COBOLの開発コミッタになれる！

• 基幹システムへのOSS適用についての情報の入手

• 基幹システムへのOSS適用についての協業の検討

• セミナー実施、報告

• 詳細は http://www.osscons.jp/osscobol/ にて
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http://www.osscons.jp/osscobol/


活動報告(2018/07〜2019/6）
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日付 内容

2018/08/30 第45回部会 @CIJ

2018/10/24 第46回部会 @東京システムハウス

2018/12/13 第47回部会 @JP情報センター

2018/12/14 OSC .enterprise ブース出展

2019/02/13 第48回部会 @CIJ

2019/03/15 第49回部会 @東京システムハウス

2019/04/18 第50回部会 @JP情報センター

2019/04/19 opensource COBOL v1.5.2Jリリース
OCESQL v1.2.0 リリース、githubにて公開

2019/05/17 第10回オープンCOBOLソリューション部会セミナー開催

2019/06/18 第51回部会 @CIJ



活動報告
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opensource COBOL

v1.3J

v1.3.2J

v1.2J

(2012年7月)

(2013年4月)

(2014年1月)

opensource COBOL主な拡張
・日本語(SJIS、UTF-8対応）サポート
・ユーザファイルハンドラのサポート
・Windowsネイティブのサポート
・ＣＵＩを拡張
・比較処理等、処理系をCOBOL仕様と

同じに変更
・既存COBOLの構文と関数をサポート
・既存COBOLでの緩い仕様をサポート
・バグフィックス
…etc.

v1.0.0

OCESQL (DB連携)

First Major Release

v1.3.1J
(2013年12月)

v1.5.1J

(2015年3月)

V1.1.0

日本のビジネス適用に
必要な機能を拡張

v1.4.0J

(2014年3月)

v1.5.0J

(2016年5月)

(2016年12月)

v1.5.1J v1.2.0

(2015年3月)

(2019年4月) (2019年4月)



• 国内での導入事例
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自治体様
職員総合・財務会計・予算編成ｼｽﾃﾑ

(汎用機からのマイグレーション)

卸売業様
紙卸商システム

(システムをフルオープンソース化)

卸売業様
青果卸売システム

教育・出版様
(汎用機の再構築における一部資産の活用)

鉱業様
基幹システム: 経理、資材、給与、他

(.NET+COBOLへ、6カ月で移行完了)

ITサービス様
修理業務支援システム

(COBOL資産の再利用によるWEB化を実現)

導入実績



2019年度活動計画

• 技術、ビジネスなどテーマ毎の展開
– 技術テーマWG

• opensource COBOLの拡張とバグフィックス
• 上記以外の周辺ツール（埋め込みSQL等）の開発

– ビジネステーマWG
• セミナー １回（東京）
• OSC出展

• 隔月ベースで部会開催
– 次回部会開催

2019/8/29 16:30〜 @東京システムハウス
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リーダ

東京システムハウス株式会社

マイグレーションソリューション部

部長 比毛 寛之

有限会社ランカードコム

代表取締役 峰松 浩樹

19



参加企業

• 株式会社アックス
• 株式会社エネルギア・コミュニケーションズ
• 株式会社ＣＩＪ
• サン情報サービス株式会社
• 株式会社ＪＰ情報センター
• 東京システムハウス株式会社
• 株式会社ビイガコーポレーション
• 株式会社日立ソリューションズ
• 有限会社ランカードコム
（五十音順）
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経産省『DXレポート – 2025年の崖』
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『複雑化・ブラックボックス化した既存システムの温存が
続くと、高度なデータ活用といったデジタルトランス
フォーメーションの進展がしづらい。』



COBOL健在、技術者不足とコストが問題
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ある

61.6%

ない

28.6%

分からない

9.5%

無回答

0.3%

出典：日経xTECH『還暦COBOLはお荷物？リプレース計画が独自調査で判明』2019/3

COBOLシステムはありますか？ COBOLに対する短所のイメージ



最近COBOLの話題が多い
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Amazon Web Services（AWS）は11月29日（現地時間）、AWSクラウド上でプログラム
を実行できるサービス「AWS Lambda」に、任意のプログラミング言語が使える
「Custom Runtimes」を追加した。
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開発基盤部会 2019

リーダー 西野大介



脱 “労働集約的、垂直統合” 事業
～企業のITインフラのポートフォリオの拡充～

デマンドサイドの issue を解決するために使
用する各種オープンな要素技術やプラットフォ
ームを、幅広いインテグレーション技術を用いて
パッケージ（統合）する。

また、その際の効率向上も行う。そして、これ
ら技術的アウトプットを継続的に公開する。

活動目的
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2019年度 テーマ

P.27

Authorization

Server

Client
Resource

Server

Resource

Owner A

Webアプリ

操作

Jwk、
Introspection、Revocation

SAML2 / OAuth2

/ OIDC / FAPI

A
P

I 
G

at
ew

ay
 

Hadoop

RDB, NoSQL

HubEdgeDevice

IoT エッジ・コンピューティング

MiNiFi（NodeRed） NiFi NiFi

Web API

SAML2 / OAuth2 / OIDC / FAPIアーキテクチャ

今の所、要件不明
・機能
・認証

UserStore ( RDB, NoSQL

IdMaaS SaaS

UserStore ( X.500
LDAP

SQL

SAML2 / OAuth2

/ OIDC / FAPI

SAML2 / OAuth2

/ OIDC / FAPI

Resource

Owner B

OAuth CIBA

ID フェデレーション

FIDO2

/ WebAuthn



• セミナー開催、カンファレンスへの出展
• 情報発信サブ・ワーキング（SW）

• 開発サブ・ワーキング（SW）
• Open棟梁 開発 SW
• 汎用認証サイト 開発 SW
• 汎用モバイルバックエンド 開発 SW
• IoT エッジ・コンピューティング 調査 SW

活動内容
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3,000 pv → 4,000 pv目標
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実績と計画 (1)
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実績と計画 (2)
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①ｖ1.0系 (2007-2016)

高い品質・信頼性、生産性、柔軟性（QCDF）を実現
する、エンタープライズ・システム向けの開発基盤を提供。

②ｖ2.0系 (2017-2019) <- 今ココ。

OpenID系認証, JavaScriptフロントエンド、 ASP.NET 
Coreバックエンド技術で、Cloud & Mobileアプリ開発など
のサービス開発のニーズを満たす。

③ｖ3.0系 (2020-202x)

Windows, Linux, Public Cloud, Open PaaS, 
IoT, ビッグデータ, AIなど、エンタープライズ・システムのITイ
ンフラのポートフォリオを拡充させる。



お待ちしております。
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お気軽に
ご参加下さい。

開発基盤部会 - OSSコンソーシアム
https://www.osscons.jp/dotNetDevelopmentInfrastructure/


